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SUMMARY

1. Considering the impact of global warming on alpine ecosystem, we reviewed the 

research policy, the locations of monitoring sites, the research method and the 

implementation system to the alpine ecosystem in the survey of monitoring sites 1000.

2. We established the alpine ecosystem monitoring committee consisting of 5 members 

and convened 3 meetings in the fiscal year 2008 for necessary review.

3. To compile necessary documents for review, we conducted literature researches on 

monitoring methods from either internal or external sources, and interviewed 10 

experts about monitoring of alpine ecosystem.

4. We collected and summarized necessary information on characteristics and problems

of alpine ecosystem, ecosystem function of main group of organisms, trophic structure

and flow of energy and main alpine zone of Japan for review. And we selected the study 

group of organisms, survey methods, location of monitoring sites and the location of 

trial survey conducted in the fiscal year 2009.

5. We selected the following methods and survey organisms or environmental 

components: air and earth temperature (by temperature data logger), vegetation (by

quadrate method), flowering fenology (by time-lapse camera), internode elongation of 

Pinus pumila, butterfly (by route census method etc.) and ground-dwelling beetles (by 

pitfall trap method).

6. We selected the 4 sites such as Mt. Taisetsu, the Northern Alps (Tateyama and 

Chogatake – Jyonendake area), Mt. Hakusan, the Sothern Alps (Kitadake) as the 

typical alpine zone, and Mt. Fuji as the particular alpine zone.

7. We selected Mt. Hakusan and the Sothern Alps (Kitadake) as the locations of the trial 

survey conducted in the fiscal year 2009.
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高山帯の定義とモニタリングサイト1000で

　　対象とする高山帯の範囲について

定義１．森林（または高木）限界以上で、ハイマツなどの低木林（＝ハイマツ帯※）を含め、

定義2.低木（樹木）限界以上、（ハイマツ帯※を含まない。欧米で一般的）

表１　日米欧の垂直区分帯の区分法の違い

　低木限界

(樹木限界)

高木限界

森林限界

出典：小泉(1993)を改編。

表２　高山帯の主な植生

相観 主な群落（植物社会学的群集名）

低木 高山風衝低木群落 ハイマツ群落（コケモモーハイマツ群集：種組成は亜高山帯

森林と共通）

楼生低木 風衝矮生低木群落 　(コメバツガザクラーミネズオウ群集、ウラシマツツジーク

ロマメノキ群集など)
雪田生殖生低木群落 　(コツガザクラ群集、タカネヤハズハハコーアオノツガザク

ラ群集など)

草原 高山風衝草原 　(シラネヒゴタイーオヤマノエンドウ群集、ミヤマコゴメグ

サーオヤマノエンドウ群集、コマウスュキソウ群集、エソマ

メヤナギーエソオヤマノエンドウ群集、エゾコウソリナーオ

ノエスゲ群集、レブンソウーオノエスゲ群集など)

高山荒原草本植生 　(ウメハタザオーミヤマミミナグサ群集、フジハタザオーオ

ンタデ群集、コマクサータカネスミレ群集、ミヤマクロスゲ
ーチシマクモマグサ群集、アボイツメクサ群集、リシリヒナ

ゲシ群集、メアカンキンバイーメアカンフスマ群集など)

出典：宮脇・奥田(1990)の記述をもとに作成

※日本では森林限界より上部の植生帯はハイマツ群落が優占することが特徴的で、そのためハイマツ

　帯と呼ばれる。

それ以上の高度の部分。（国内で一般的）



(1992)



 (1993)
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調査対象および調査手法の候補一覧 資料２－１

調査方法 具体的方法 調査頻度 必要機器など 作業量 体制 実施の可能性
効果的なデータ取得の可
能性

事例 留意点

ライブカメラ
山岳の遠景を撮影するライブ
カメラ画像から積雪の変化を
把握。

ほぼ毎日の撮影が必
要、時期は融雪時期
（５－７月ごろ）

ライブカメラ、PC、解
析ソフト、解析技術
者。
地理的分布を把握す
る場合には３D解析が
可能なGISソフトと
DEM

（試行錯誤部分を除く
と）数人日程度と思わ
れる。
確立した手法がない
ため試行錯誤必須

・既存のライブカメラは固
定され、画像が記録され
るもの
・解析技術者とソフト必
要。

既存ライブカメラ利用
なら可能性あり。新規
のカメラ設置は費用が
現実的でない。

既存のライブカメラが利用
できる場所は乗鞍岳など
の特定の場所のみ。

地温の連続計測

温度ロガーを雪渓・雪田ので
きる箇所に埋め込み、連続計
測を行う。面的に計測するた
めには多数設置が必要。

連続計測、隔年での
植生調査と同時期に
設置・回収が可能。

ボーリング用具、温度
ロガーおよびバッテ
リー

設置１日／１箇所、回
収１日／１箇所。その
他（メンテナンス、デー
タ解析等）に必要な時
間は情報が必要。

ペンダントタイプのロ
ガー埋設で３年程度
連続観測可能

雪渓・雪田の縮小時期を
知るためには面的にロ
ガーの多数設置が必要

立山（北アルプス）

衛星画像による
積雪範囲の把握

ALOSまたはMODISの光学セ
ンサー画像の解析

ALOS：解析可能な画
像取得頻度は高くな
く、最大積雪や融雪時
期を捉えられない。
MODIS：画像取得頻
度は高い

衛星画像、DEMデー
タ、解析プログラム

－
画像解析と同時に、現地
での積雪深計測などが
必要。

ALOS：有効な頻度で
画像が得られない
MODIS：高い頻度で画
像が得られる

ALOS：最大積雪や融雪を
捉えるには画像の取得で
きる頻度が低い
MODIS：ひとつの高山帯程
度のスケールで評価する
には精度が低い

ALOSのPALSAR(レー
ダー画像）は雲の影
響を受けにくいため利
用可能性がある。しか
し、現在は研究段階で
ある。

積雪深
（簡易最高）積雪深計を設置
し、対象地域の（最高）積雪深
を測定。

冬季の連続積雪深
または
最高積雪深（観測日
時不明）

連続積雪データが必
要な場合は積雪深計
等とロガー、バッテ
リー。
最高積雪深のみの場
合は簡易最高積雪深
計のみ。

開始時、データ回収時
に各１回。
メンテナンスについて
は情報が必要。

長期観測が前提のた
め、メンテナンスが課
題。ロガーの設置・管理
等に現地入りできるス
タッフ。

積雪深計の設置には
機材費用必要。
簡易最高積雪深計の
みなら機材費は安い
（1万円程度で自作で
きると思われる）。

冬季に積雪上に設置の必
要があり、メンテナンスに
課題。

永久凍土
【環境変化の指
標】

地温の連続計測

対象地域の標高別に地表面
から５０cm程度の地中にロ
ガーを複数設置し、夏季の地
中温の変化を測定。

夏季をまたいだ１年以
上の地温の連続観測
が必要。

温度計、ロガー、ボー
リングバー、データ解
析用ソフト。

開始時、データ回収時
に各１回。
その他（メンテナンス、
データ解析等）に必要
な時間は情報が必
要。

長期観測が前提のた
め、メンテナンスが課
題。ロガーの設置・管理
等に現地入りできるス
タッフ。

機材設置、メンテナン
ス、計測の体制必要
で、他機関の協力が
得られないと難しい。

標高別、斜面方位別にロ
ガーの故障なども考慮に
入れて多数の設置が必
要。

富士山での観測
（北アルプス立山、
大雪山にも記録あ
り）

多くの地点での計測
が必要

気温 気温の連続計測
簡易百葉箱内等に温度計・ロ
ガー等を設置し、対象地域の
気温を連続測定。

時間単位などの連続
観測が必要。

温度計、ロガー、簡易
百葉箱等。

開始時、データ回収時
に各１回。
メンテナンスについて
は情報が必要。

長期観測が前提のた
め、メンテナンスが課
題。ロガーの設置・管理
等に現地入りできるス
タッフ。

簡易百葉箱などは場
合により、近隣の樹木
の利用なども可能。

冬季に積雪上に設置の必
要があり、メンテナンスに
課題。

土壌水分
【積雪変化による
水分環境の変化】

土壌水分連続計
測

地中に土壌水分計（TDR法
等）を設置し、融雪時期の水
分量の変化を観測。

積雪前-融雪後の連
続観測が必要。

土壌水分計（TDR法
等）、バッテリー、ロ
ガー等

開始時、データ回収時
に各１回。
メンテナンスについて
は情報が必要。

長期観測が前提のた
め、メンテナンスが課
題。ロガーの設置・管理
等に現地入りできるス
タッフ。

機材の購入の予算が
必要。土壌の条件に
より違い、センサーの
設置深度など要確
認。

酸性降水（大気降
下物）
【影響要因】

降水採取器、積
雪採取等

降水採取器等を設置し、一定
期間の降水を採集。pHや電
気伝導度の分析を行う。

1回の調査（採取器の
設置→降雨→回収・
分析）が1セット。試料
の変質を防ぐため、降
雨後、短期の回収（1
週間以内程度）が望
ましい。

降水採取器（ろ過式か
簡易型）、試料分析装
置。

設置、データ回収時に
各１回。その他に試料
の分析作業。

降水、春期積雪採取およ
び分析は他機関の協力
が必要。
降水後、速やかな回収
の体制が必要。

協力機関などが必
要。

生物群など
【モニタリングの観点】

雪渓・雪田
【環境変化の指
標】

環
境
要
素



 



調査方法 具体的方法 調査頻度 必要機器など 作業量 体制 実施の可能性
効果的なデータ取得の可
能性

事例 留意点
生物群など

【モニタリングの観点】

植生調査（雪田・
雪渓周辺、風衝
ハイデ・風衝草原
等）
【環境変化の指
標】

永久方形区

1地点につき1×1m方形区を
16か所設置し、出現種の被
度、0.1mごとの各種出現有
無、哺乳類等による被食有無
を記録する。(GLORIA方式)

季節による出現種の
変化を考慮して年２～
３回調査が望ましい。
調査は隔年実施でよ
い（2～3年に1回）。

調査枠、杭
植生調査1地点につき
１日×2回×2名程度

植生調査のできる専門
家の加わったチームが
必要

種の識別力は必要
必ずデータを得られること
が利点である

GLORIAなど既存事
例あり

GLORIA方式の調査
はハイマツ群落には
向かない

開花時期の変化
【生物季節変化の
指標】

インターバルカメ
ラ

特定種の生育地が撮影でき
るようにインターバルカメラを
設置する。

1日に1回撮影する。
（開花期間前に設置
し、開花期間終了後
に回収）

インターバルカメラ、
フィルム、バッテリー

１地点につき設置1人
日、回収1人日、フィル
ム確認1人日／３０日
分・１箇所

写真からの特定種の開
花状況確認であれば経
験を積めば比較的誰で
も可能

インターバルカメラは
夏期のみ設置であれ
ばひとつ数万円程度

各高山帯で比較できる対
象種選定が必要では？

白山（クロユリ開花
日）
北岳（キタダケソウ）
八ヶ岳

ハイマツの節間
成長
【温度との相関高
い】

枝の年間伸長量
測定

ハイマツ群落内のハイマツの
シュートを1地点20本程度
マーキングし、年枝の長さを
計測する。(1回の測定で20年
ほど年代をさかのぼれるとさ
れる）

一度の計測で年代を
さかのぼって計測でき
るため、数年おきの実
施で良い。

マーキング用タグ、ノ
ギス

1人日／1箇所(調査地
が近ければ複数地点
計測可能）

誰にでも実施可能
調査が容易（誰にでも
できる）

年枝伸長量と夏期の気温
に相関があるとされ、気温
変化によるハイマツ群落の
変化を検出できる。ただ
し、立地条件や競争種によ
る影響に注意が必要であ
る。

立山（北アルプス）

移行帯への永久
方形区設置（植
生調査）

亜高山帯から高山帯への移
行にベルトトランセクトを設置
し、毎木調査、植生調査を行
う。

植生調査は季節によ
る出現種の変化を考
慮して年２～３回調査
が望ましい。調査は隔
年実施でよい（2～3年
に1回）。

杭、タグなど
ベルトトランセクトの長
さによるが、1箇所8人
日程度

植生調査のできる専門
家の加わったチームが
必要

種の識別力は必要 必ずデータが得られる
富士山で30年間に
わたる調査あり

衛星リモートセン
シングによる森
林生育範囲の把
握

ALOS画像解析および現地踏
査確認データとの照合

高山帯での解析可能
な衛星画像取得頻度
は高くない。数年に1
度程度ならば可能で
は。

衛星画像、DEMデー
タ、解析プログラム

14人日／1サイト・シー
ン

現地の植生に詳しい解
析者が必要

ALOS利用で数年おき
程度なら可能（ひとつ
の山域程度のスケー
ル）

解像度は10ｍ程度である
が、ひとつの山岳でのハイ
マツ、森林分布範囲程度
であれば概要把握できる。

要求する精度との関
係

オオバコ生育高
度
【高山性オオバコ
類との交雑影響】

ルート上の分布
記録

ルートセンサスによるオオバ
コ類の種の出現の記録

1回／年、夏期 特になし
2人日／1ルート（筆記
者＋調査者）

オオバコ類交雑個体を
鑑定する分類専門家の
協力

交雑個体発見に分類
学者の協力が必要

オオバコとの交雑可能性
があるハクサンオオバコは
日本海側の高標高域に出
現する種である（調査でき
る地域が限られる）

白山自然保護セン
ター

ハクサンオオバコは日
本海側に分布

ハイマツの有無
【高山帯の縮小を
指標】

ルート上の分布
記録

登山ルート踏査によるハイマ
ツ有無の記録

数年に1回程度 特になし

登山ルート長さによ
る。尾根沿い、谷沿い
の複数ルート踏査が
必要と思われる。

特になし
過去の分布記録との比較
により、分布の消滅地点を
記録できる可能性がある。

ハイマツ分布範
囲、面積
【環境変化の指
標】

衛星リモートセン
シング

ALOS画像解析および現地踏
査確認データとの照合

高山帯での解析可能
な衛星画像取得頻度
は高くない。数年に1
度程度ならば可能で
は。

衛星画像、DEMデー
タ、解析プログラム

14人日／1サイト・シー
ン

現地の植生に詳しい解
析者が必要

ALOS利用により数年
おき程度ならば解析
可能（ひとつの山域程
度スケール）

解像度は10ｍ程度である
が、ひとつの山岳でのハイ
マツ、森林分布範囲程度
であれば概要把握できる。

要求する精度との関
係

森林限界のライン
【高山帯の縮小を
指標】

植
物



 



調査方法 具体的方法 調査頻度 必要機器など 作業量 体制 実施の可能性
効果的なデータ取得の可
能性

事例 留意点
生物群など

【モニタリングの観点】

地表性甲虫
【環境変化の指
標】

ピットフォールト
ラップ

プラスチックカップをライン
上、もしくはコドラート上に埋
設し数日間設置し、採集され
たオサムシ科等の甲虫類を
同定し、個体数を計数する。

毎年～数年に一度。
年3回程度以上が望
ましい。森林分野では
春、夏、秋と実施して
いるが、高山では夏
季に集中して行うこと
が望ましい。

プラスチックカップ、手
ぐわ、（ベイト）

調査1回につき、設置
回収とも1～2名、1日
(設置・回収で2日)で
可能。同定分析に時
間がかかる。

調査の実施は初心者に
も可能であるが、サンプ
ルの同定が可能な専門
家の確保が必要。

長期的な分類担当者
確保が必要

調査者による採集効率の
差が少なく、定期的な定量
調査が可能で、モニタリン
グには適している。温度や
植生変化の影響が群集に
影響を与えると考えられ
る。

大雪山等で既存調
査あり

チョウ類
【環境変化の指
標】

ライントランセク
ト・お花畑定点調
査

ライントランセクト調査では、
全長1～3km程度のルートを
設定し、一定の速度で歩き目
撃したチョウの種名・個体数
を同一個体の重複を避けて
記録する。
定点調査では、お花畑の中に
短いルートを設定し、一定時
間ごとに往復するか、ある程
度見渡せる定点で確認した種
名と個体数を記録する。

毎年～数年に一度。7
月、8月に3回実施でき
ると望ましい。年1回だ
けの調査であれば7月
の梅雨明けか梅雨の
晴れ間の午前中。

特になし
1回の調査につき、1
～2名で5日間。

高山チョウの識別ができ
る調査員により調査

参加者の確保可能性
高い。調査コストも低
い。

低標高性の種の侵入や高
標高性種の減少等から温
暖化影響が検出される可
能性がある。植生の変化
にも敏感に反応すると考え
られる。

北アルプスで既存
調査あり

ショウジョウバエ
類
【人為影響の指
標】

ベイトトラップ

透明のプラスチック容器で作
成したトラップを用いて、バナ
ナと乾燥酵母等をベイトにハ
エを誘引し、保存液の中に固
定し、室内に持ち帰りハエの
同定・計数を行う。

毎年～数年に一度。
年2回程度以上が望
ましい。

プラスチック容器で
ラップを作成

調査1回につき、設置
回収とも1～2名、1日
(設置・回収で2日)で
可能。同定分析に時
間がかかる。

調査の実施は初心者に
も可能であるが、サンプ
ルの同定が可能な専門
家の確保が必要。

長期的な分類担当者
確保が必要

ごみの持ち込み等の人為
影響を検出できる可能性
が高い。

マルハナバチ類
【外来種侵入、送
粉への影響】

ライントランセク
ト・定点観察

お花畑での目視観察による
定点センサス（1ヶ所40分程
度）を実施する。

毎年～数年に一度。
年2回以上実施するこ
とが望ましい。春と
夏。

特になし
調査1回につき、2名で
2日程度。

ある程度の訓練を積ん
で現場での同定ができる
調査者の確保が必要。
外来種セイヨウマルハナ
バチの識別なら初心者
でも可能。

同定ハンドブックあり、
外来と在来は容易に
識別可能

冬眠明けの時期について
明らかにすることが出来れ
ば、温暖化の影響を検出
できる可能性がある。外来
種侵入のモニタリングにも
なる。

ライチョウ
【環境変化の指
標】

縄張り把握によ
る個体数推定

行動、痕跡観察等により縄張
りを特定。なわばり数から生
息数を推定。

1回／年、夏期 双眼鏡 ４人×５日／１調査地
地元のライチョウ研究者
に依頼

既存の調査との協働
の可能性の検討

ライチョウ会議で調査方法
などがおおむね統一され
ており、これまでのデータ
や他地域との比較も可能
である。

富山県で20年を超
える個体数のモニタ
リングあり

ライチョウ会議との協
力関係が必要

イワヒバリ・カヤク
グリ等
【環境変化の指
標】

ラインセンサス
2kmのセンサスルートを設定
し、幅50mの範囲内に出現し
た鳥種と個体数を記録する。

１回／年、夏期 双眼鏡
1人×２日／１調査
ルート

高山性の鳥類の識別で
きる調査員が必要。

特別な機材は不要で
比較的容易にできる

調査方法は確立している
ので、過去の調査結果と
の比較が可能。

中央アルプス駒ケ
岳

目撃情報収集
山小屋関係者から情報を聞
きとる

１回／年、夏期 聞き取り用地図
30分程度／１聞きとり
対象

他の調査で山小屋に宿
泊する時に聞き取りが可
能。

聞き取りやアンケート
である程度把握できる
調査が容易（誰にでも
できる）

山小屋関係者はシーズン
中には日常的に見ている
ので、情報量が多い。

痕跡（糞、食痕、
足跡、シカ道）

植生調査時や登山道周辺、
情報のあった場所で痕跡の
確認と記録

１回／年、夏期 記録用カメラ
植生調査に付随して
30分～１時間／調査
地

植生調査と同時実施
植生調査と同時に実
施できる

カモシカと混同しない
よう注意が必要

鳥
類

哺
乳
類

シカ
【シカによる影響】

昆
虫
類
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日本の主な高山帯一覧

A．典型的な高山帯
北海道-多雪地域

高山低木群
落

雪田草原
高山ハイ
デ及び風
衝草原

高山荒
原

A1 北海道 大雪山 旭岳：2291 15595 5404 2431 83 有り ロープウェイ
研究者による
観測の実施あ
り

工藤岳（高山植物、温暖化実験）
保田信紀（昆虫）
森岡弘之（鳥相）
北海道教育大学大雪山自然教育研究施設（鳥類調査）

佐藤による著書（2007年、植生）、工藤による
著書（2000年、植生）、工藤ほかによる著書
（2008年、植生）、鈴木による著書（2000年、
植生）、沖津による著書（2000年、ハイマ
ツ）、森岡による論文（1971年、鳥相）、佐藤

特殊条件 地形
高山帯までの

アクセス
気候観測

研究者・機関（高山帯における継続的調査実施：文献・ヒアリン
グによる）

過去の調査実績・調査記録No. 地理的位置 気候 高山帯名称 最高標高（m）
火山活動
の影響

主な植生の面積（ha)
（第5回自然環境保全基礎調査植生調査より）

資料４

ツ）、森岡による論文（1971年、鳥相）、佐藤
らによる論文（1981年、鳥類）

北海道-寡雪地域

A2 北海道 日高山脈 幌尻岳：2052 10985 1785 1327 佐藤による著書と論文（2007年、植生）

東北-多雪地域 該当なし
東北-寡雪地域 該当なし

中部-多雪地域

高山低木群
落

雪田草原
高山ハイ
デ及び風
衝草原

高山荒
原

和田直也（立山・ハイマツ、温暖化実験）
京都大学大学院理学研究科植物学教室、新潟大学農学
部林学教室 富山県立大学の研究者など（立山・植生モニ

和田らによる論文（2002年、2007年、植生）、
河野による論文（1999年 植生） 土田による

研究者・機関（高山帯における継続的調査実施：文献・ヒアリン
グによる）

過去の調査実績・調査記録No. 地理的位置 気候 高山帯名称 最高標高（m）

主な植生の面積（ha)
（第5回自然環境保全基礎調査植生調査より） 火山活動

の影響
特殊条件 地形

高山帯までの
アクセス

気候観測

A3 中部地方 多雪 飛騨山脈（北アルプス）
奥穂高岳：

3190
9450 1756 4589 1459 一部有り

ロープウェイ・車
道（立山周辺）

黒部ダム気象
観測所（関西電
力北陸支社）

部林学教室、富山県立大学の研究者など（立山・植生モニ
タリング）
富山雷鳥研究会（立山・ライチョウ）
信州大学山岳科学総合研究所・松本むしの会（チョウ類）
富山県環境科学センター、立山カルデラ砂防博物館、富
山大学極東地域研究センター（雪田・雪渓）

河野による論文（1999年、植生）、土田による
著書や論文（1982年、1996年、1999年、2001
年、植生）、田下ほかによる論文(2006年、
2007年、チョウ類)、富山雷鳥研究会による
報告書（2002年、ライチョウの生態調査）

A6 中部地方 多雪 白山 御前峰：2702 620 488 289 有り
石川県白山自然保護センター(哺乳類・鳥類・植物・クロユ
リ開花日）

白山自然保護センター（越年生雪渓面積、ク
ロユリ開花日の経年変化）
白山自然保護センター（白山におけるニホン
ライチョウの絶滅について）
白山自然保護センター（イワヒバリの分布と
個体数）

中部-寡雪地域
A4 中部地方 乗鞍岳 3,026 1570 543 85 有り 独立峰 車道 長野県自然保護研究所（積雪モニタリング）
A5 中部地方 御嶽山 3,067 768 36 111 有り 独立峰 (ロープウェイ)

長野県環境保 独立行政法人海洋研究開発機構地球環境観測研究セン
タ 水循環観測研究プ グ ム寒冷圏水循環グ プ 山 自然学ク ブ （ 年 気象 植

A7 中部地方 木曽山脈（中央アルプス） 駒ヶ岳：2956 898 19 32
ロープウェイ（宝

剣岳周辺）

長野県環境保
全研究所（駒ケ
岳・GENETによ
り設置された気
象観測サイト）

ター水循環観測研究プログラム寒冷圏水循環グループ
（温暖化実験）
山の自然学クラブ（駒ケ岳、三沢岳）
古厩昌幸（駒ケ岳・鳥相）

山の自然学クラブHP（2008年、気象、植
生）、小泉による著書（1993年、植生）、古厩
による論文（1978年、鳥類）

A8 中部地方 赤石山脈（南アルプス） 北岳：3192 3222 94 633 616

南アルプス高山植物保護ボランティアネットワーク
名取俊樹（北岳・キタダケソウ）
信大農学部昆虫生態学研究室（チョウ類群集モニタリング
手法検討）
信州大学教育学部生態研究室（ライチョウ）

静岡県による報告書（2001－2005年、気象、
動物、植生）、名取による論文（1999、気象と
キタダケソウ）、日本自然保護協会による報
告書（1981年、植物、動物）、中部森林管理
局による報告書（2007年－2008年、ニホンジ
カと植生）、羽田による論文（1985、ライチョウ
のなわばり分布と生息数）



 



B．特殊な条件に出現する高山帯
 新しい火山活動により植生の分布や範囲が影響を強く受ける高山（富士山、浅間山、北海道駒ヶ岳等）

多雪等により高木限界が気温から推定されるより低い標高に現れる偽高山帯（東北地方の多雪地域中心、朝日・飯豊山地、出羽山地等）

海洋性気候の影響により高山植生が低い標高域に出現する（特に夏季の霧の影響を想定：利尻岳、礼文島、知床半島等）

地形・地質的な影響により高山植生が低い標高域に出現する（早池峰山、至仏山（上越山地内）、アポイ岳（日高山脈内）等）

高山低木群
落

雪田草原
高山ハイ
デ及び風
衝草原

高山荒
原

B1 北海道(離島) 海洋性 礼文島・利尻島
利尻岳：1,721
礼文：490 1149 4 185 離島 利尻町立博物館

佐藤による論文（2004、植生）、佐藤の著書
（2007年、植生）

No. 地理的位置 気候 高山帯名称 最高標高（m）

主な植生の面積（ha)
（第5回自然環境保全基礎調査植生調査より）

過去の調査実績・調査記録
火山活動
の影響

特殊条件 地形
高山帯までの

アクセス
気候観測

研究者・機関（高山帯における継続的調査実施：文献・ヒアリン
グによる）

B2 北海道 北見山地 天塩岳：1558 1904 178 7 佐藤による著書（2007年、植生）

B3 北海道 海洋性 知床半島 羅臼岳：1660 17,023 10 2,223 有り 半島
佐藤による著書（2007年、植生）、環境庁に
よる報告書（1985年、1997、植物、動物）

B4 北海道 アポイ岳 811 640 68 地質（蛇紋岩）影響
渡邊定元・佐藤謙（アポイ岳、植生）
北海道環境科学研究センター（アポイ岳、植生）

佐藤による著書と論文（2007年、2005年、植
生）、渡邉による論文（2001年、2005年、植
生）、増沢らによる論文（2005年、植生）、西
川らによる論文（2005年、ヒダカソウ）

B5 北海道 多雪 羊蹄山火山地域 羊蹄山：1898 1870 167 836 影響大 独立峰 佐藤による著書（2007年、植生）

B6 北海道 北海道駒ヶ岳 1,131 1934 2034 影響大 独立峰 佐藤による著書（2007年、植生）

B7 北海道(離島) 海洋性 渡島大島 737 61 580 影響大 離島 定期便無し 佐藤による著書（2007年、植生）

B8 東北地方 早池峰山 1,917 921 11 52 地質（蛇紋岩）影響 独立峰

B9 東北地方 多雪 奥羽山地（北部）

八甲田：1,584
岩手山：2,038
駒ヶ岳：1,637
栗駒山：1,627

2251 439 551 21 有り 偽高山帯（一部）
八甲田山：ロープ

ウェイ

B10 東北地方 多雪 岩木山・鳥海山
岩木山：1,625
鳥海山：2,236 708 868 110 有り 偽高山帯 独立峰 車道

B11 東北地方 多雪 月山・朝日・飯豊山地
月山：1984
朝日：1870
飯豊：2128

1329 1724 335 偽高山帯

B12 東北地方 多雪 蔵王・吾妻山
蔵王：1,841
吾妻山2,035 416 97 232 影響大

ロープウェイ・車
道

山形県総合学術調査会による報告書（1985
年、植物、動物）

B13 中部地方 多雪 上越山地
燧ヶ岳：2,356
白根山：2578 1640 611 3461 一部有り 偽高山帯（一部）

一部：ロープウェ
イ・車道

尾瀬でのNPO
による気温、積
雪観測

B14 中部地方 浅間山・八ヶ岳
八ヶ岳：2,899
浅間山：2,568 426 1325 163 影響大

ロープウェイ・車
道

B15 中部地方 富士山 3,776 846 影響大 独立峰 車道
富士山特別地
域気象観測所

増沢武弘（温暖化実験）、名取俊樹、増沢武弘（高山植
物）

増沢による報告書（2002年、永久凍土とコ
ケ）、富士山総合学術調査報告書（1971年、
植物、動物）、宮脇による調査報告書（1967
年、1969年）

※植生凡例は下記のように集計した。高山帯植生としてはこのほか、イタドリ－コメススキ群落（約216ha）が出現したが、下記区分とは異なるので集計していない。
高山低木群落 コケモモ－ハイマツ群集 高山ハイデ及び風衝草原 イワオウギ－タイツリオウギ群集

ハイマツ－コケモモ群集 エゾマメヤナギ－エゾオヤマノエンドウ群集
ミネヤナギ群落 オヤマノエンドウ－ヒゲハリスゲ群集
ミヤマハンノキ群落 コメバツガザクラ－ミネズオウ群集
高山低木群落 高山ハイデ及び風衝草原

雪田草原 アオノツガザクラ群団 高山ハイデ及び風衝草原
エゾツガザクラ－チングルマ群落 高山荒原 コマクサ－イワツメクサクラス
ショウジョウスゲ－イワイチョウ群集 フジハタザオ－オンタデ群集
タカネヤハズハハコ－アオノツガザクラ群集
ミヤマイ－ハクサンボウフウ群集
ミヤマイ－ハクサンボウフウ群集アオノツガザクラ亜群
ミヤマイ－ハクサンボウフウ群集エゾコザクラ亜群集
ミヤマイ ハクサンボウフウ群集トカチフウロ亜群集ミヤマイ－ハクサンボウフウ群集トカチフウロ亜群集
ミヤマイ群集
ミヤマキンポウゲ群落
ミヤマクロスゲ－チシマクモマグサ群集
雪田植生
雪田草原
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サイトにおける既存の調査

A．典型的な高山帯

高山低木群
落

雪田草原
高山ハイ
デ及び風
衝草原

高山荒
原

調査地 調査対象・方法
調査年，調査

間隔
主な調査主体（研究者・機関：文献に
よる。文献著者と同じ場合は省略）

参考とした文献

ヒサゴ沼周辺
高山植物：永久方形区を設置し、植生調査お
よび複数種の開花・結実時期を記録

1988年～ 工藤岳
Kudo（1992）Performance and phenology of alpine herbs along a snow-melting
gradient Ecological Research 7(3) ほか

大雪山高山帯各所 歩行虫類：ピットフォールトラップ 1976年～ 保田（2001）層雲峡ビジターセンター研究報告 21: 1-26. 他多数

年

ロープウェイ大雪山 旭岳：2291

気候観測

多雪

サイト 最高標高（m）

北海道 15595

研究者による
観測の実施あ
り（ヒサゴ沼：
気温・地表面
温度、白雲小
屋：気温1985
年～）

既存の調査
高山帯までのア

クセス
地理的位置 気候

2431 83 有り

火山活動
の影響

主な植生の面積（ha)
（第5回自然環境保全基礎調査植生調査より）

5404

資料３

駒草平 高山蝶：ルートセンサス
2000年、
2001年

昆野・渡辺・保田（2002）層雲峡ビジターセンター研究報告 22: 43-48.

旭岳 ライブカメラ(公開は過去7日間) 不明 東川町 東川町ホームページ

浄土山（2830 m）
ハイマツ伸長量：各集団から20本の主幹を選
定し、過去20年の年枝生長量を測定

1980～2003
年（過去に
さかのぼり
測定）

Wada, N., Watanuki, K., Narita, K., Suzuki,S., Kudo, G., & Kume, A. (2005)
Climeta Change and Shoot Elongation of Alpine Dwarf Pine (Pinus pumila
regel): Comparisons between Six Japanese Mountains. Phyton (Austria)
Special issue:"APGC2004" 45(4): 253-260

室堂山（標高2860m：ハイマツ林）：調査
区のうち、高山帯にかかるもの

毎木調査・植生調査
樹木成長の解析

1998～2000
年度

立山植生研究会
小島覚編（2002）環境変動と立山の自然―立山植生モニタリング調査報告書
―，富山県

立山（室堂平、国見天狗山、浄土沢地
区）

ライチョウ：なわばり特定による、個体数推定
1981年から
5年おきに1

富山雷鳥研究会（2002）北アルプスにおけるニホンライチョウの生態調査－生
活史特性、生息環境と保護・保全をめぐる問題－

蝶ヶ岳（2550-2600m） チョウ類：ライントランセクト
2003年、
2004年

信州大学山岳科学総合研究所・
松本むしの会

田下・中村他(2007)蝶と蛾 58: 183-198.

別山乗越（はまぐり雪渓） 6月初めと10月初めの雪渓の測量 1967年～ 名古屋大学雪氷圏変動グループ 樋山邦治・飯田肇（2007）立山カルデラ研究紀要8：25-35

立山（室堂とミクリガ池周辺）
2か所計30haに10月上旬に約80個のセン
サーを埋め、翌年秋に回収し、温度変化から
融雪範囲を推定。

2008年～
富山県環境科学センター、立山カ
ルデラ砂防博物館、富山大学極
東地域研究センター

北日本新聞2008年9月30日『立山で温暖化探る　県環境科学センター』

立山（室堂）
ライブカメラ
（冬期閉鎖）

2001年～ 環境省、立山室堂山荘
生物多様性センター　インターネット自然研究所、
立山室堂山荘　ホームページ
（室堂以外にも、多数のライブカメラあり）

上高地から穂高岳方面
ライブカメラ
（冬期閉鎖）

2001年～ 環境省 生物多様性センター　インターネット自然研究所ホームページ

八方尾根★
酸性沈着：イオンクロマトグラフ法等
その他、雨量、風向、風速、気温、湿度を測
定

1994年～ 環境省 環境省「酸性雨長期モニタリング計画」（平成14年３月）、環境省ホームページ

富山市 原猫又割（らいちょうバレース
キー場）★

湿性沈着：イオンクロマトグラフ法等 2003年～ 富山県 富山県ホームページ

立山町芦峅寺ブナ坂（立山付近）★
土壌（pH、交換性塩基、Al等）、植生衰退（ブ
ナ林）

2003年～ 環境省・富山県 環境省・富山県ホームページ

中部地方 多雪

黒部ダム気象観
測所（関西電力
北陸支社：気
象・積雪）

一部有り1756 4589
ロープウェイ・車
道（立山周辺）1459

飛騨山脈（北アルプ
ス：立山、蝶ヶ岳～常
念岳）

奥穂高岳：
3190

9450

白山国立公園
(県有地化した3,000ヘクタールの生息
域)

大型野生動物
・ツキノワグマ：獲獲個体の分析、生息数調
査、ヘアートラップ、発信器の装着による行動
調査
・ニホンザル：生息数調査、被害対策
・イノシシ：個体数や分布域調査

40年間の
データの蓄
積

白山国立公園
(高山帯～亜高山帯)

高山植物：群落の変遷や保全修復に関する
調査データ、外来植物の侵入状況

30年以上の
データの蓄
積

白山国立公園
(白山山頂部の千蛇ヶ池)

多年性雪渓（千蛇ヶ池雪渓）の越年規模の調
査：10月上旬に測量、気象データの収集

2004～2008
年

白山国立公園
(白山山頂部)

クロユリの開花時期及び環境条件の調査：カ
メラによる自動撮影と踏査調査

2004～2008
年

多雪白山

・石川県白山自然保護センター
http://www.pref.ishikawa.jp/hakusan/index.htm
・美馬秀夫・東野外志男（2008）石川県白山自然保護センターの三四年－調
査研究データを活用した公園管理－．国立公園661:9-12.
・石川県白山自然保護センター（1983）10年のあゆみ．
・石川県白山自然保護センター（2004）白山高山帯保全対策調査報告書．
・石川県、目標管理型行政経営システム、平成17年度の取組み、事務事業
シート（行政経営Ｃシート）事務事業名：温暖化影響検出のモニタリング調査費
http://www.pref.ishikawa.jp/gyoukaku/mokuhyou/h17/05kankyouanzenH17/1
70500sizennhogo/170500C004(060731)H17.xls

有り

石川県白山自然保護センター

中部地方 289488620御前峰：2702

室堂平、黒ボコ岩 オサムシ科：ピットフォールトラップ 1997年 石川県ふれあい昆虫館
平松(2000)日本生物地理学会会報 55:1-7; 平松・富樫・富沢(1999) 同 54: 1-
7.

白山展望の湯（白山方面）★ ライブカメラ 不明 ウェザーニュース 白山市ホームページ



 



高山低木群
落

雪田草原
高山ハイ
デ及び風
衝草原

高山荒
原

調査地 調査対象・方法
調査年，調査

間隔
主な調査主体（研究者・機関：文献に
よる。文献著者と同じ場合は省略）

参考とした文献

気候観測サイト 最高標高（m）

既存の調査
高山帯までのア

クセス
地理的位置 気候

火山活動
の影響

主な植生の面積（ha)
（第5回自然環境保全基礎調査植生調査より）

高山植物モニタリング調査：25地点で高山植
物の生育種の確認

2005年

高山植物分布調査：種ごとの株数や花・実の
有無

2002～2004
年

シカ食害実態調査：
・空中写真判読
・土壌調査
・埋土種子分析
・花粉分析
・センサー付きカメラによるニホンジカの撮影
・防鹿柵内外の植生調査（ブランーブロンケ

2002～2005
年

静岡県のみ
南アルプス高山植物保護ボラン
ティアネットワーク

静岡県環境森林部環境総室自然保護室（2001-2005）平成14年度－17年度
南アルプス高山植物保護対策調査業務委託報告書．

防鹿柵内外の植生調査（ブラン ブロンケ
の優占度）

キタダケソウの個体数と生育状況をコドラート
（1m×1m）30個で記録

1998年
名取俊樹（1999）南アルプス北岳に遺存するキタダケソウの現状と将来．日本
生態学会誌49:301-305．

キタダケソウに対する地球温暖化の影響を、
既存の気象資料、キタダケソウの満開日や生
育場所の土壌ｐH、消雪時期の野外調査から
検討した

1995～2008
年

名取俊樹（2008）南アルプス北岳のキタダケソウの生育に及ぼす地球温暖化
の影響．日本生態学会誌58:183-189．

亜高山帯～高山帯の登山道の沿線、
お花畑

ニホンジカの影響：
・植生へのシカ被害状況（４ランクの食害）
・希少種の被害実態
・中・大型動物の生息状況（フィールドサイン、
聞き取り調査）

2007～2008
年

中部森林管理局 平成18年度－19年度南アルプスの保護林におけるシカ被害調査報告書．

北岳のキタダケソウ生育地保護区

赤石山脈（南アルプ
ス：北岳）

北岳：3192 3222中部地方 寡雪 633 61694

南アルプス白根三山 ライチョウ：なわばり特定による、個体数推定
1981年、
2004年

信州大学教育学部生態研究室

羽田健三・中村浩志・小岩井彰・飯沢隆・田嶋一善（1985）南アルプス白根三
山におけるライチョウLagopus mutusのなわばり分布と生息個体数．鳥34:33-
48.
中村浩志（2006）雷鳥が語りかけるもの．山と渓谷社．

仙丈ケ岳周辺（1000-2600ｍ）
乳酸飲料をベイトに使用したピットフォールト
ラップ

2001年 信大農学部昆虫生態学研究室 Suttiprapan et al. （2006)　Jpn. J. env. Entmol. Zool., 17: 143-152.

北岳、仙丈ケ岳 チョウ類：ライントランセクト及び定点調査
2002年、
2003年

信大農学部昆虫生態学研究室 有本・中村(2007) 環動昆, 18: 1-15.

高山低木群
落

雪田草原
高山ハイ
デ及び風
衝草原

高山荒
原

調査地 調査対象・方法
調査年，調査

間隔
主な調査主体（研究者・機関：文献に
よる。文献著者と同じ場合は省略）

参考とした文献

植物の分布：蘚類、地衣類、藻類、維管束植
物の現存量の配分と被度、個体数

1998～2001
年

既存の調査

地理的位置 気候 気候観測
火山活動
の影響

サイト 最高標高（m）
高山帯までのア

クセス

主な植生の面積（ha)
（第5回自然環境保全基礎調査植生調査より）

永久凍土：歩道沿いに50ｍ間隔で、深さ別に
地温を測定

2000～2001
年

蘚苔類の分布：６区の永久方形区を設置し、
出現種と被植率をモニタリング

2000～2001
年

植生調査：10×10m方形区15か所にて高木
限界下部で毎木調査、高木限界上部で出現
種の被度%

1978年～

気温、湿度の計測
生育期間の降雨量

1978～1982
年

富士山 ライブカメラ 2001年～ 環境省
生物多様性センター　インターネット自然研究所ホームページ
（他にも 多数のライブカメラあり）

約2400mの南東斜面（高木限界付近）

Masuzawa(1985)Ecological studies on the timberline of Mt.Fuji Ⅰ.structure of
plant community and soil development on the timberline. The Botanical
Magazine, Tokyo 98:15-28
Masuzawa(1995)Successional process on Mt.Fuji: from alpine herbaceous
perenials to dwarf scrub. Vegetation Science in Forestry: 423-431.

山頂の火口を中心
増沢武弘（2002）富士山頂の自然．静岡県環境部富士山保全室．
増沢武弘・冨田美紀・藤井理行・神田啓史（2007）富士山頂における蘚類群落
の分布と永久凍土．富士学研究6（1）:14-19

影響大 車道
富士山特別地
域気象観測所富士山 中部地方 寡雪 3,776 846

富 環
（他にも、多数のライブカメラあり）

★以外は資料4サイト情報図に概ねの調査位置を記した
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